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日韓鉄鋼貿易の現状と韓国メーカーの新戦略

●
は
じ
め
に

　

韓
国
に
と
っ
て
鉄
鋼
は
日
本
か
ら
の

主
な
輸
入
品
目
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
二

〇
〇
九
年
の
対
日
輸
入
品
目
（
Ｈ
Ｓ

コ
ー
ド
二
桁
）
で
鉄
鋼
は
機
械
類
に
次

ぐ
二
位
（
一
五
・
九
％
）
を
占
め
て
い

る
。
ま
た
図
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

日
韓
の
鉄
鋼
貿
易
収
支
は
通
貨
危
機
直

後
の
一
九
九
八
年
を
除
く
と
韓
国
側
の

赤
字
で
一
貫
し
て
お
り
、
し
か
も
赤
字

幅
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
。
他
方
、
韓

国
の
最
大
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ポ

ス
コ
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
か
ら
粗

鋼
生
産
量
で
常
に
世
界
ト
ッ
プ
フ
ァ
イ

ブ
に
入
る
ま
で
成
長
を
遂
げ
る
と
と
も

に
、
技
術
力
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。
果
た
し
て
日
韓
鉄
鋼
貿
易
の
赤

字
拡
大
は
ど
の
よ
う
な
要
因
に
よ
る
も

の
な
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
赤
字
は

今
後
も
継
続
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本

稿
の
目
的
は
、
韓
国
の
対
日
鉄
鋼
貿
易

の
現
状
と
今
後
の
展
望
を
、
韓
国
鉄
鋼

業
の
産
業
組
織
と
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
戦

略
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。

　

第
一
節
で
は
韓
国
鉄
鋼
業
の
需
給
構

造
と
日
韓
鉄
鋼
貿
易
の
特
徴
を
整
理
す

る
。
特
に
川
上
部
門
の
輸
入
超
過
と
川

下
部
門
の
輸
出
超
過
、
お
よ
び
貿
易
品

目
の
集
中
度
に
注
目
し
て
い
く
。
第
二

節
で
は
貿
易
構
造
に
影
響
を
与
え
た
工

程
間
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
要
因
と
し
て
、

川
下
部
門
に
お
け
る
投
資
と
参
入
の
自

由
化
に
よ
る
投
資
ラ
ッ
シ
ュ
と
、
川
上

部
門
で
独
占
を
維
持
し
た
ポ
ス
コ
の
事

業
戦
略
を
分
析
す
る
。
第
三
節
で
は
今

後
の
韓
国
鉄
鋼
業
の
需
給
構
造
に
影
響

を
与
え
る
要
素
と
し
て
、
現
代
自
動
車

グ
ル
ー
プ
傘
下
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
ポ

ス
コ
の
新
た
な
事
業
戦
略
を
と
り
あ
げ

る
。
最
後
に
、
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え

た
韓
国
の
対
日
鉄
鋼
貿
易
の
今
後
の
展

望
と
新
た
な
課
題
を
指
摘
し
て
結
び
と

す
る
。
参
考
ま
で
に
本
章
の
理
解
を
助

け
る
た
め
に
鉄
鋼
業
の
簡
単
な
生
産
工

程
図
を
示
し
て
お
く
（
図
2
）。
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図1　韓国の対日鉄鋼貿易赤字の推移

（注）HS7206-7229までの合計。�
（出所）World�Trade�Atlas.
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（注）高炉法による冷延鋼板・表面処理鋼板の製造フローを簡略化して示している。
（出所）筆者作成。
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一
．�

韓
国
鉄
鋼
業
の
需
給
構
造
と

対
日
貿
易

　

韓
国
の
粗
鋼
生
産
量
は
高
度
経
済
成

長
と
軌
を
一
に
し
て
増
加
し
て
き
た
（
図

3
）。
特
に
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
そ

の
伸
び
は
加
速
化
し
、
一
九
九
七
年
の

通
貨
危
機
時
の
落
ち
込
み
を
契
機
に
若

干
伸
び
が
鈍
化
し
た
も
の
の
、
世
界
金

融
危
機
の
影
響
で
二
〇
〇
九
年
に
生
産

が
落
ち
込
む
ま
で
は
持
続
的
な
拡
大
を

維
持
し
て
き
た
。
二
〇
〇
九
年
の
韓
国

鉄
鋼
業
の
品
目
別
の
需
給
構
造
（
表
1
、

重
量
ベ
ー
ス
）
は
、
総
計
だ
け
を
み
る

と
生
産
と
見
掛
け
消
費
は
ほ
ぼ
同
量
で

あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
生
産
構
造

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

品
目
別
に
み
る
と
様
相
は
こ
と
な
る
。

こ
こ
か
ら
以
下
の
三
点
の
特
徴
を
み
て

と
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
建
設

用
な
ど
に
主
に
用
い
ら
れ
る
形
鋼
、
棒

鋼
、
鉄
筋
な
ど
条
鋼
類
の
生
産
は
見
掛

け
消
費
を
上
回
っ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ

ア
な
ど
に
多
く
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
日
本
、
中
国
か
ら
の
輸
入
も

大
き
く
な
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
冷
延

鋼
板
や
電
磁
鋼
板
、
表
面
処
理
鋼
板
な

ど
薄
板
の
最
終
製
品
に
近
い
品
目
も
生

産
が
消
費
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、

大
量
に
輸
出
を
行
っ
て
い
る
。
第
三
に
、

冷
延
鋼
板
や
表
面
処
理
鋼
板
を
つ
く
る

た
め
の
中
間
製
品
で
あ
る
ホ
ッ
ト
コ
イ

ル
（
熱
延
鋼
板

を
含
む
）
は
見

掛
け
消
費
が
生

産
を
上
回
り
、

輸
入
超
過
の
状

態
に
あ
る
。
ビ

レ
ッ
ト
、
ブ
ル
ー

ム
な
ど
半
製
品

は
輸
出
入
の
数

字
の
み
確
認
で

き
る
が
、
こ
れ
も

大
幅
な
輸
入
超

過
で
あ
り
、
生

産
以
上
の
消
費

が
行
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

表
1
か
ら
重

量
ベ
ー
ス
で
の

日
本
と
の
鉄
鋼

製
品
の
品
目
別

輸
出
入
を
み
る

と
、
貿
易
全
体

で
は
先
に
金
額

ベ
ー
ス
で
み
た

の
と
同
様
に
韓

国
が
日
本
に
対

し
て
大
幅
な
入

超
と
な
っ
て
い

る
。
品
目
別
で

も
対
世
界
全
体

（単位：トン）

生産 見掛消費
輸出 輸入

総計 日本 中国 東南アジア 総計 日本 中国 東南アジア
条鋼類 18,530,778 18,055,020 3,291,383 182,647 580,085 1,369,749 2,815,625 1,115,125 1,329,642 196,814
厚中板 7,259,396 10,345,512 1,218,926 74,170 492,910 237,974 4,305,042 1,894,028 2,253,738 23,669
熱延鋼板・ホットコイル 33,582,391 35,098,732 4,741,944 623,033 752,787 1,210,553 6,258,285 3,575,456 1,508,323 643,274
冷延鋼板・冷延コイル 7,080,330 3,216,393 4,229,046 53,120 1,568,126 822,434 365,109 139,899 105,723 79,991
電磁鋼板 849,417 432,257 449,263 6,140 237,215 40,928 32,103 27,244 831 606
ぶりき 608,152 282,631 329,718 5,011 24,613 88,050 4,197 2,584 1,278 301
溶融亜鉛めっき鋼板 3,448,282 2,257,826 1,427,059 176,510 248,063 182,258 236,603 149,342 68,247 12,547
電気亜鉛めっき鋼板 1,545,240 908,382 670,586 34,610 358,394 72,041 33,728 18,233 10,404 0
その他表面処理鋼板 2,876,130 1,089,635 1,867,060 33,336 374,603 271,357 80,565 29,917 32,282 2,062
鋼管 3,907,256 3,284,902 1,065,793 59,234 76,319 207,219 443,439 131,553 220,893 7,132
鋳鍛鋼 1,313,060 1,211,405 546,788 107,172 168,279 61,710 445,133 56,214 320,547 13,861
半製品（ビレット、ブルーム等） 352,648 18,035 110,679 71,935 5,412,421 2,737,615 4,081 315
線類 350,840 110,044 56,404 53,739 144,281 5,115 110,356 13,875
鉄鋼材計 56,919,039 56,956,226 20,541,054 1,927,053 5,062,077 4,689,947 20,578,241 9,883,666 5,966,620 995,282

表1　韓国鉄鋼業の需給構造（2009）

（出所）韓国鉄鋼協会『鉄鋼統計年報』2010年版。

（トン）

2007 2008 2009 2010

輸　出 93,424 87,128 57,891 86,411

輸　入 118,649 108,964 62,929 171,739

価格比 0.91 1.02 0.84 0.97

表2　韓国の亜鉛めっきハイテン鋼板の対日輸出入

（注）�韓国HSコード721049101、721049901の合計、340Mpa以上の鋼板。価格比は輸出価格
／輸入価格。

（出所）図1と同じ。
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図３　韓国の粗鋼生産量

（出所）韓国鉄鋼協会。
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と
概
ね
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、
ホ
ッ

ト
コ
イ
ル
と
半
製
品
の
輸
入
が
多
く
、

対
日
鉄
鋼
輸
入
の
六
四
％
を
占
め
て
い

る
。
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
や
半
製
品
の
輸
入

全
体
の
半
分
以
上
が
日
本
か
ら
の
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
川
下
の
薄
板

類
は
韓
国
の
出
超
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
よ
り
子
細
に
み
る
と
状
況
は
多

様
で
あ
る
。
例
え
ば
条
鋼
類
や
電
磁
鋼

板
は
対
日
で
は
入
超
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
棒
鋼
、
形
鋼
の
対
日
輸
入
量
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
溶
融
亜
鉛

め
っ
き
鋼
板
の
な
か
で
も
自
動
車
な
ど

に
主
に
使
わ
れ
る
高
張
力
鋼
、
い
わ
ゆ

る
ハ
イ
テ
ン
材
の
輸
出
入
を
み
た
も
の

が
表
2
だ
が
、
韓
国
側
の
入
超
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ

の
品
目
で
も
韓
国
は
日
本
に
多
く
の
輸

出
を
行
っ
て
お
り
、
製
品
単
価
で
は
ほ

と
ん
ど
差
が
み
ら
れ
な
い
点
は
注
目
さ

れ
る
。

　

品
目
別
の
韓
国
の
対
日
鉄
鋼
輸
出
入

の
集
中
度
を
知
る
た
め
に
、
貿
易
統
計

上
の
鉄
鋼
品
（
Ｈ
Ｓ
コ
ー
ド7206

か

ら7229

ま
で
、
鋼
管
を
除
く
）
に
つ

い
て
、
輸
出
入
す
べ
て
比
較
可
能
な
六

桁
レ
ベ
ル
で
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数

（
各
シ
ェ
ア
を
自
乗
し
て
足
し
合
わ
せ

た
も
の
、
数
値
が
高
い
ほ
ど
特
定
品
目

に
集
中
度
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
）

を
計
算
し
て
み
る
と
、
輸
出
が
〇
・
〇

七
で
あ
る
の
に
対
し
て
輸
入
が
〇
・
一

一
と
輸
入
の
方
が
高
い
集
中
度
を
示
し

て
い
る
。
品
目
分
類
は
中
間
製
品
が
粗

く
、
最
終
製
品
は
細
か
く
な
っ
て
い
る

こ
と
に
注
意
が
必
要
だ
が
、
輸
入
品
目

で
は
普
通
鋼
の
半
製
品
で
あ
る
ビ
レ
ッ

ト
、
中
間
製
品
の
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
だ
け

で
対
日
輸
入
全
体
の
七
七
％
も
占
め
て

い
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

（
こ
こ
で
は
鋼
管
が
含
ま
れ
な
い
の
で

表
1
よ
り
も
半
製
品
、
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
）。
し
か

し
こ
れ
ら
普
通
鋼
の
川
上
製
品
を
除
い

て
、
川
下
製
品
と
特
殊
鋼
分
野
に
限
定

（
Ｈ
Ｓ
コ
ー
ド
の7209

か
ら7229

ま

で
）
し
て
ハ
ー
フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
を

計
算
す
る
と
、
輸
出
が
〇
・
一
三
、
輸

入
が
〇
・
〇
七
と
輸
出
の
方
が
特
定
品

目
へ
の
集
中
度
は
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

川
下
製
品
と
特
殊
鋼
分
野
で
の
輸
出

入
上
位
一
〇
品
目
を
み
る
と
（
表
3
）、

冷
延
鋼
板
を
中
心
に
五
品
目
が
共
通
し

て
い
る
こ
と
か
ら
両
国
間
で
水
平
分
業

が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し

か
し
、
そ
の
他
の
品
目
で
は
輸
出
は
や

は
り
冷
延
鋼
板
中
心
な
の
に
対
し
、
輸

入
は
棒
鋼
や
合
金
鋼
な
ど
多
様
な
製
品

が
一
〇
位
以
内
に
入
っ
て
い
る
。
し
か

も
輸
入
上
位
品
目
の
シ
ェ
ア
は
輸
出
品

目
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
普
通
鋼
の

川
上
部
分
を
除
く
と
、
韓
国
の
対
日
鉄

HSコード 品目名 量（トン） 比率

対日輸出
720917 冷間圧延フラットロール製品、幅600ミリ以上、厚さ0.5－1ミリ 358,866 24.2％
721049 めっき・被覆した冷間圧延フラットロール製品、幅600ミリ以上、すず・亜鉛・鉛めっきと波形を除く 293,558 19.8％
720916 冷間圧延フラットロール製品、厚さ1－3ミリ 202,558 13.6％
721391 丸棒鋼（直径14ミリ未満） 71,705 4.8％
721030 めっきした冷間圧延フラットロール製品、幅600ミリ以上、亜鉛を電気めっきしたもの 63,052 4.2％
722990 ステンレス以外の合金鋼の線材、シリコンマンガン鋼を除く 54,959 3.7％
721730 線材、亜鉛以外の卑金属をめっきしたもの 46,347 3.1％
721633 H形鋼（高さ80ミリ未満、熱間圧延、熱間引き抜きまたは押し出し） 38,862 2.6％
720918 冷間圧延フラットロール製品、幅600ミリ以上、厚さ0.5ミリ未満 36,982 2.5％
721913 ステンレスの熱間圧延フラットロール製品、厚さ3ミリ以上4.75ミリ未満 34,092 2.3％

10品目計 1,200,980 80.8％

HS7209-7229計 1,485,570 100.0％

対日輸入
721420 棒鋼（鍛造、熱間圧延、熱間引き抜きまたは押し出し）で異形を付けたもの及び圧延後ねじったもの 363,954 14.7％
721049 めっき・被覆した冷間圧延フラットロール製品、幅600ミリ以上、すず・亜鉛・鉛めっき、波形を除く 339,742 13.8％
721633 H形鋼（高さ80ミリ未満、熱間圧延、熱間引き抜きまたは押し出し） 180,412 7.3％
721391 丸棒鋼（直径14ミリ未満） 152,493 6.2％
721913 ステンレスの熱間圧延フラットロール製品、厚さ3ミリ以上4.75ミリ未満 146,904 5.9％
720916 冷間圧延フラットロール製品、厚さ1－3ミリ 146,868 5.9％
722790 ステンレス以外の合金鋼棒、熱間圧延、不規則に巻いたもの、高速度鋼・シリコンマンガン鋼を除く 128,472 5.2％
721640 山形鋼及びT形鋼 124,537 5.0％
722490 ステンレス以外の合金鋼のインゴットその他半製品 121,997 4.9％
721650 U形・I形・H形・山形・T形以外の形鋼 111,443 4.5％

10品目計 1,816,824 73.6％

HS7209-7229計 2,469,571 100.0％

表3　韓国の対日鉄鋼輸出入10大品目（HS7209-7229、2010年）

（出所）表1と同じ。
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鋼
輸
入
品
目
は
輸
出
と
比
べ
て
製
品
構

成
が
多
様
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る

の
で
あ
る
。

二
．�
工
程
間
不
均
衡
の
拡
大
と
産

業
組
織
の
変
化

　

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
韓
国
の
鉄

鋼
貿
易
は
川
上
部
門
の
輸
入
超
過
、
川

下
部
門
の
輸
出
超
過
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
韓
国
鉄
鋼
業
の
産
業
構

造
が
川
上
部
門
に
お
い
て
供
給
不
足
、

川
下
部
門
に
お
い
て
供
給
過
剰
に
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
工
程
間
の
不
均
衡
が

生
じ
た
の
か
を
歴
史
的
に
検
討
す
る
。

⑴
ポ
ス
コ
一
極
体
制
の
成
立

　

一
九
六
〇
年
代
ま
で
韓
国
の
鉄
鋼
業

は
朝
鮮
戦
争
時
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
利
用

し
て
鉄
筋
、
鉄
線
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト

等
の
条
鋼
類
を
生
産
す
る
電
炉
メ
ー

カ
ー
や
、
輸
入
し
た
熱
延
鋼
板
な
ど
を

圧
延
し
て
薄
板
を
製
造
す
る
単
圧
メ
ー

カ
ー
が
中
心
で
あ
り
、製
鉄
か
ら
製
鋼
、

圧
延
ま
で
行
う
一
貫
製
鉄
所
は
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
韓
国
経
済
が
本
格
的
に
成

長
を
開
始
す
る
に
と
も
な
っ
て
、
質
の

高
い
銑
鉄
を
大
量
に
生
産
で
き
る
高
炉

を
持
つ
一
貫
製
鉄
所
が
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
民
間
企
業
に
は

一
貫
製
鉄
所
を
建
設
で
き
る
だ
け
の
資

金
と
技
術
力
は
な
く
、
一
九
六
八
年
に

国
営
企
業
で
あ
る
浦
項
総
合
製
鉄
（
現

在
の
ポ
ス
コ
、
以
下
「
ポ
ス
コ
」）
が

設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
製
鉄
所

の
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
技
術
面
で
は

当
時
の
八
幡
製
鉄
、
富
士
製
鉄
、
日
本

鋼
管
と
い
う
日
本
の
高
炉
メ
ー
カ
ー
三

社
が
全
面
協
力
し
、
資
金
的
に
も
日
本

政
府
か
ら
国
交
回
復
に
と
も
な
う
対
日

請
求
権
資
金
と
日
本
輸
出
入
銀
行
か
ら

商
業
借
款
が
供
与
さ
れ
た
。
一
九
七
〇

年
四
月
に
始
ま
っ
た
第
一
期
工
事
は
一

九
七
三
年
七
月
に
竣
工
し
、
慶
尚
北
道

浦
項
に
粗
鋼
生
産
能
力
一
〇
三
万
ト
ン

の
一
貫
製
鉄
所
が
誕
生
し
た
。
そ
の
後

も
浦
項
製
鉄
所
は
拡
張
を
続
け
、
一
九

八
一
年
二
月
の
第
四
期
工
事
の
竣
工
に

よ
り
、
高
炉
四
基
で
粗
鋼
生
産
能
力
が

八
五
〇
万
ト
ン
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
ポ
ス
コ
は
国
内
で
唯
一
高
炉
を
持

つ
一
貫
製
鉄
所
と
し
て
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル

を
国
内
メ
ー
カ
ー
に
独
占
供
給
す
る
と

と
も
に
、
比
較
的
品
質
の
高
い
厚
板
や

冷
延
鋼
板
、
線
材
の
生
産
と
販
売
を

行
っ
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
韓
国
の
鉄
鋼
業
は
ポ

ス
コ
一
極
体
制
と
も
い
う
べ
き
産
業
組

織
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
国
内
唯
一
の
高
炉
メ
ー
カ
ー
で
あ
っ

て
粗
鋼
生
産
で
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
持

つ
ポ
ス
コ
を
中
心
と
し
て
、
ポ
ス
コ
か

ら
ス
ラ
ブ
や
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
供
給
を

受
け
て
建
設
用
の
厚
板
や
冷
延
鋼
板
お

よ
び
そ
の
二
次
加
工
を
行
う
単
圧
メ
ー

カ
ー
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
か
ら
棒
鋼
や
形

鋼
、
鉄
筋
な
ど
の
建
設
用
資
材
を
生
産

す
る
電
炉
メ
ー
カ
ー
が
ポ
ス
コ
を
補
完

し
て
い
る
体
制
で
あ
る
。
こ
の
ポ
ス
コ

一
極
体
制
は
、
一
九
七
〇
年
に
制
定
さ

れ
た
「
鉄
鋼
工
業
育
成
法
」
に
よ
っ
て

維
持
さ
れ
た
。
同
法
の
下
で
政
府
は
一

定
規
模
以
上
の
一
貫
製
鉄
所
、
製
鋼
・

圧
延
施
設
に
つ
い
て
、
設
備
の
新
設
お

よ
び
増
設
を
許
可
制
に
す
る
と
と
も

に
、
認
可
企
業
に
対
し
て
は
各
種
の
優

遇
措
置
を
行
っ
て
成
長
を
後
押
し
し

た
。
政
府
が
新
規
参
入
や
投
資
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
も
の
と
で
保
護
を

受
け
た
ポ
ス
コ
を
中
心
と
し
た
少
数
の

メ
ー
カ
ー
が
韓
国
鉄
鋼
業
の
担
い
手
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

⑵
投
資
自
由
化
と
工
程
間
不
均
衡

　

高
成
長
の
持
続
に
と
も
な
っ
て
、
政

府
主
導
の
経
済
か
ら
民
間
企
業
が
よ
り

自
律
的
に
活
動
で
き
る
経
済
へ
の
転
換

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ

で
韓
国
政
府
は
規
制
緩
和
の
一
環
と
し

て
、
一
九
八
五
年
に
鉄
鋼
工
業
育
成
法

を
は
じ
め
と
し
た
個
別
産
業
育
成
法
・

振
興
法
を
す
べ
て
廃
止
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
新
規
参
入
お
よ
び
設
備
の
新
増
設

が
原
則
的
に
自
由
化
さ
れ
た
。
一
九
九

〇
年
か
ら
の
住
宅
建
設
ブ
ー
ム
と
そ
の

後
の
輸
出
好
調
に
後
押
し
さ
れ
て
、
一

九
九
〇
年
代
に
鉄
鋼
業
の
設
備
投
資
は

活
発
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

活
発
な
設
備
投
資
の
先
頭
に
立
っ
た

の
は
最
大
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ポ
ス
コ

で
あ
っ
た
。
ポ
ス
コ
が
活
発
な
設
備
投

資
を
行
っ
た
背
景
に
は
、
将
来
的
な
民

営
化
を
見
据
え
た
株
式
の
公
開
が
あ
っ

た
。
政
府
お
よ
び
関
係
機
関
の
一
〇

〇
％
出
資
企
業
で
あ
っ
た
ポ
ス
コ
は
、

一
九
八
八
年
五
月
に
株
式
を
公
開
し
て

一
般
株
主
（「
国
民
株
主
」）
を
二
七
％

持
つ
に
至
っ
た
。
株
式
公
開
の
結
果
、

経
済
発
展
に
必
要
な
鋼
材
を
供
給
す
る

と
い
う
従
来
の
役
割
に
加
え
て
、
ポ
ス

コ
は
株
主
の
た
め
に
利
益
最
大
化
を
図

る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
ポ
ス
コ
は
、
で
き
る
だ
け
付
加

価
値
を
つ
け
た
川
下
製
品
を
製
造
、
販

売
す
る
戦
略
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
た
め
に
設
備
投
資
を
積
極
的
に
行
っ

た
の
で
あ
る
。

　

ポ
ス
コ
は
株
式
公
開
に
先
立
つ
一
九

八
二
年
か
ら
第
二
製
鉄
所
で
あ
る
光
陽

製
鉄
所
の
建
設
を
開
始
し
て
い
た
。
同

製
鉄
所
は
冷
延
鋼
板
、
さ
ら
に
は
溶
融

亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
や
電
気
亜
鉛
め
っ
き

鋼
板
な
ど
表
面
処
理
鋼
板
ま
で
の
一
貫

生
産
を
強
く
意
識
し
た
も
の
だ
っ
た
。

生
産
規
模
は
一
九
九
二
年
ま
で
に
高
炉

四
基
で
粗
鋼
生
産
一
一
四
〇
万
ト
ン
、
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第
一
〜
第
三
冷
延
工
場
で
合
計
三
七
一

万
ト
ン
に
達
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
後

半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
め
に
は
、
従

来
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
カ

ラ
ー
鋼
板
な
ど
二
次
加
工
や
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
の
分
野
に
ま
で
進
出
を
果
た
し

た
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
は
電
機
、

自
動
車
な
ど
輸
出
産
業
が
好
調
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
一
九
九
五
年
か
ら
は
年
産

一
八
〇
万
ト
ン
規
模
の
新
た
な
冷
延
工

場
の
建
設
に
着
手
し
た
。

　

こ
う
し
た
ポ
ス
コ
の
動
き
に
触
発
さ

れ
て
、
単
圧
メ
ー
カ
ー
や
加
工
メ
ー

カ
ー
も
一
九
九
〇
年
代
初
め
か
ら
一
九

九
〇
年
代
半
ば
ま
で
二
次
加
工
施
設
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
〇
年
代

後
半
に
は
冷
延
工
場
を
相
次
い
で
建
設

し
た
。
既
存
の
単
圧
メ
ー
カ
ー
で
あ
る

東
部
製
鋼
は
年
産
一
八
〇
万
ト
ン
規
模

の
新
た
な
冷
延
工
場
の
建
設
を
行
っ

た
。
さ
ら
に
後
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う

に
、
現
代
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
鋼
管
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
現
代
鋼
管
（
現
在
の
現
代

ハ
イ
ス
コ
）
が
冷
延
工
場
を
建
設
し
て

冷
延
鋼
板
事
業
へ
の
進
出
を
図
っ
た
。

一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
九
年
に
か
け

て
ポ
ス
コ
、
東
部
製
鋼
、
現
代
鋼
管
の

冷
延
工
場
が
相
次
い
で
竣
工
し
た
こ
と

に
よ
り
、
韓
国
の
冷
延
鋼
板
の
生
産
能

力
は
一
気
に
五
〇
〇
万
ト
ン
近
く
増
加

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
参
考

文
献
②
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
川
上
部
門
を
み
る

と
、
一
九
九
三
年
の
ポ
ス
コ
の
光
陽
製

鉄
所
第
四
期
工
事
の
竣
工
を
最
後
に
、

川
上
の
高
炉
―
転
炉
の
銑
鋼
一
貫
部
門

と
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
製
造
部
門
の
増
設
は

十
分
に
は
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由

の
ひ
と
つ
は
政
府
の
政
策
で
あ
る
。
こ

の
時
期
に
川
上
部
門
へ
の
進
出
に
強
い

意
欲
を
持
っ
て
い
た
の
は
現
代
グ
ル
ー

プ
で
あ
っ
た
。
現
代
グ
ル
ー
プ
は
、
現

代
鋼
管
で
の
冷
延
鋼
板
事
業
へ
の
進

出
、
同
じ
く
グ
ル
ー
プ
内
の
仁
川
製
鉄

（
現
在
の
現
代
製
鉄
）
に
お
け
る
電
炉

事
業
の
拡
張
な
ど
、
一
九
九
〇
年
代
に

入
っ
て
鉄
鋼
事
業
を
強
化
し
て
い
た

が
、
そ
の
到
達
点
と
し
て
一
貫
製
鉄
所

の
建
設
計
画
を
進
め
た
。
し
か
し
政
府

は
経
済
力
集
中
問
題
、
つ
ま
り
当
時
資

産
規
模
で
韓
国
最
大
の
財
閥
で
あ
っ
た

現
代
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
以
上
規
模
を
拡

大
す
る
こ
と
へ
の
警
戒
感
か
ら
、
現
代

グ
ル
ー
プ
の
高
炉
進
出
に
は
慎
重
な
姿

勢
を
と
り
続
け
た
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
政
府
は
一
九
八
五
年
に
鉄
鋼
工
業
育

成
法
を
廃
止
し
て
参
入
と
設
備
の
新
増

設
を
原
則
的
に
自
由
化
し
て
い
た
。
し

か
し
、
同
法
に
代
わ
っ
て
新
た
に
施
行

し
た
工
業
発
展
法
で
は
、
政
府
は
業
界

か
ら
申
請
が
あ
れ
ば
工
業
発
展
審
議
会

で
の
審
議
を
経
て
参
入
等
を
制
限
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
結
局
、
一
九

九
六
年
一
一
月
の
工
業
発
展
審
議
会
に

お
い
て
新
た
な
一
貫
製
鉄
所
の
建
設
不

可
の
方
針
を
決
定
し
、
現
代
グ
ル
ー
プ

の
高
炉
建
設
を
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。

　

川
上
部
門
の
拡
大
が
進
ま
な
か
っ
た

も
う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
唯
一
の
高
炉

メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
ポ
ス
コ
の
戦
略
で

あ
る
。
設
立
当
初
、
公
営
企
業
で
あ
る

ポ
ス
コ
の
主
な
役
割
は
国
内
の
単
圧

メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
ス
ラ
ブ
や
ホ
ッ
ト

コ
イ
ル
を
円
滑
に
供
給
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
株
式
公
開
を
果
た

し
た
ポ
ス
コ
に
と
っ
て
、
重
視
す
べ
き

は
み
ず
か
ら
の
収
益
の
確
保
で
あ
っ

た
。
そ
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
生
産
量

の
調
整
が
難
し
い
高
炉
の
拡
張
に
は
リ

ス
ク
が
あ
り
、
独
占
メ
ー
カ
ー
と
し
て

生
産
量
を
そ
れ
ほ
ど
拡
大
せ
ず
、
高
い

稼
働
率
を
維
持
す
る
方
が
合
理
的
で

あ
っ
た
。
高
稼
働
率
は
、
設
備
過
剰
に

よ
り
低
稼
働
率
に
苦
し
む
日
本
の
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
、
ポ
ス
コ
が
一
九

九
〇
年
代
に
東
南
ア
ジ
ア
の
汎
用
薄
板

市
場
に
お
い
て
優
位
に
立
っ
た
コ
ス
ト

競
争
力
の
源
泉
に
も
な
っ
た
（
参
考
文

献
⑤
）。
他
方
で
ポ
ス
コ
は
、
自
ら
川

下
部
門
の
冷
延
鋼
板
事
業
や
鋼
板
加
工

事
業
に
積
極
的
に
進
出
し
て
鋼
材
の
付

加
価
値
を
高
め
る
戦
略
を
と
っ
た
の
で

あ
る
。

　

た
だ
し
、
ポ
ス
コ
も
現
代
グ
ル
ー
プ

の
高
炉
建
設
の
動
き
に
対
抗
す
る
た

め
、ま
た
政
府
か
ら
の
要
請
も
あ
っ
て
、

一
九
九
六
年
五
月
に
年
産
三
〇
〇
万
ト

ン
の
光
陽
製
鉄
所
第
五
高
炉
お
よ
び
同

二
五
〇
万
ト
ン
の
熱
延
工
場
の
建
設
を

発
表
し
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
稼
働
を
開

始
し
た
。
し
か
し
、
冷
延
鋼
板
の
生
産

能
力
の
拡
大
に
は
追
い
つ
か
ず
、
工
程

間
不
均
衡
が
深
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

三
．
二
極
競
争
体
制
の
展
開

　

一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
を
前
後
し

て
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
倒
産
が
相
次
い

だ
。
そ
の
後
の
各
企
業
の
再
生
過
程
で

大
規
模
な
産
業
再
編
が
進
行
し
た
が
、

再
編
に
お
い
て
大
き
な
核
と
な
っ
た
の

が
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
二

〇
〇
〇
年
に
現
代
グ
ル
ー
プ
か
ら
自
動

車
、
鉄
鋼
事
業
が
分
離
し
て
発
足
し
た

同
グ
ル
ー
プ
は
鉄
鋼
事
業
を
急
速
に
拡

大
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
韓
国
鉄
鋼
業
は

ポ
ス
コ
一
極
体
制
か
ら
二
極
競
争
体
制

と
も
い
う
べ
き
か
た
ち
に
変
容
を
遂
げ

た
。
こ
の
産
業
組
織
の
変
化
は
韓
国
鉄

鋼
業
の
需
給
構
造
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
以
下
で

は
、
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
の
鉄
鋼
事

業
の
拡
大
過
程
を
、
そ
の
出
発
点
と
言

え
る
冷
延
鋼
板
事
業
へ
の
進
出
か
ら
整
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理
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
対
抗
す
る

ポ
ス
コ
の
新
た
な
事
業
戦
略
を
論
じ

る
。

⑴�
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
―
自
動
車
用

鋼
材
生
産
の
試
み
と
高
炉
建
設

　

先
に
み
た
よ
う
に
現
代
自
動
車
グ

ル
ー
プ
傘
下
の
現
代
ハ
イ
ス
コ
（
二
〇

〇
一
年
一
月
に
現
代
鋼
管
か
ら
改
称
）

は
冷
延
鋼
板
工
場
（
年
産
一
八
五
万
ト

ン
）
を
建
設
し
て
一
九
九
九
年
四
月
か

ら
商
業
生
産
に
入
っ
た
。
そ
の
目
的
は

単
に
自
社
の
鋼
管
製
造
に
必
要
な
鋼
材

を
内
製
化
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、

成
長
を
続
け
る
グ
ル
ー
プ
内
の
自
動
車

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
現
代
自
動
車
と
起
亜

自
動
車
（
以
下
、
現
代
・
起
亜
自
動
車
）

に
鋼
材
を
供
給
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
規
参
入
に
あ
た
っ
て
は

二
つ
の
問
題
が
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
は
設

備
お
よ
び
技
術
の
導
入
で
あ
る
。
必
要

な
設
備
の
一
部
は
現
代
精
工
（
現
在
の

現
代
モ
ー
ビ
ス
）
と
現
代
重
工
業
に
、

工
場
の
施
工
は
現
代
建
設
に
そ
れ
ぞ
れ

発
注
す
る
な
ど
、
分
裂
以
前
の
現
代
グ

ル
ー
プ
内
の
有
力
企
業
を
動
員
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
核

と
な
る
設
備
お
よ
び
そ
れ
を
操
業
す
る

技
術
は
海
外
か
ら
導
入
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
現
代
ハ
イ
ス
コ
で
は
早
期
の

生
産
立
ち
上
げ
の
た
め
に
他
企
業
か
ら

経
験
者
を
ス
カ
ウ
ト
し
た
が
、
そ
の
有

効
な
活
用
の
た
め
に
は
韓
国
内
で
普
及

し
た
設
備
を
揃
え
る
こ
と
が
最
善
で
あ

り
、
そ
の
多
く
は
日
本
製
の
も
の
で

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
の
設
備
メ
ー

カ
ー
は
い
く
つ
か
の
主
要
設
備
に
つ
い

て
現
代
ハ
イ
ス
コ
の
見
積
り
要
請
に
も

応
じ
な
か
っ
た
と
い
う
。
現
代
ハ
イ
ス

コ
は
こ
れ
を
日
本
の
設
備
メ
ー
カ
ー
と

長
年
の
関
係
に
あ
る
韓
国
内
「
メ

ジ
ャ
ー
企
業
」
の
圧
力
に
よ
る
も
の
と

み
て
い
る
。
ま
た
操
業
技
術
に
つ
い
て

も
、
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
は
、
こ
の

時
点
で
は
新
た
な
ラ
イ
バ
ル
出
現
を
恐

れ
て
協
力
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
現
代
ハ
イ
ス
コ
は
主
要
設
備

の
い
く
つ
か
は
Ｓ
Ｍ
Ｓ
な
ど
ド
イ
ツ

メ
ー
カ
ー
か
ら
導
入
す
る
と
と
も
に
、

操
業
技
術
の
習
得
に
あ
た
っ
て
は
当
該

設
備
を
保
有
す
る
台
湾
の
中
国
鋼
鉄
や

ド
イ
ツ
の
テ
ィ
ッ
セ
ン
と
い
っ
た
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
で
研
修
を
行
っ
た
と
い
う

（
参
考
文
献
③
）。

　

操
業
開
始
に
あ
た
っ
て
も
う
ひ
と
つ

問
題
と
な
っ
た
の
は
冷
延
鋼
板
の
原
資

材
で
あ
る
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
調
達
で
あ

る
。
現
代
ハ
イ
ス
コ
は
ポ
ス
コ
に
供
給

を
要
請
し
た
が
、
ポ
ス
コ
は
自
家
消
費

分
に
加
え
て
国
内
外
の
既
存
の
顧
客
に

も
十
分
に
供
給
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

こ
と
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
こ

の
問
題
は
公
正
取
引
委
員
会
を
巻
き
込

ん
だ
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
た
が
（
参
考

文
献
①
）、
現
代
ハ
イ
ス
コ
は
別
の
調

達
先
を
探
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ

こ
で
目
を
向
け
た
の
が
海
外
の
鉄
鋼

メ
ー
カ
ー
、
な
か
で
も
日
本
の
高
炉

メ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
一
九
九
〇
年
代

末
の
時
点
で
、
日
本
の
高
炉
メ
ー
カ
ー

は
バ
ブ
ル
崩
壊
の
後
遺
症
か
ら
抜
け
切

れ
て
お
ら
ず
、
特
に
川
上
部
門
は
一
九

七
〇
年
代
か
ら
続
く
設
備
過
剰
に
苦
し

ん
で
い
た
。
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
、
新
た
な
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
販

売
先
の
出
現
は
川
上
工
程
の
操
業
率
を

維
持
す
る
う
え
で
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
現
代
ハ

イ
ス
コ
は
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
と
価

格
な
ど
で
有
利
な
条
件
の
契
約
が
可
能

と
な
っ
た
。

　

な
か
で
も
川
崎
製
鉄
（
現
在
は
Ｎ
Ｋ

Ｋ
と
合
併
し
て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
）
が
現
代
ハ
イ

ス
コ
と
の
取
引
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。

特
に
現
代
ハ
イ
ス
コ
に
と
っ
て
重
要
で

あ
っ
た
の
は
、
川
崎
製
鉄
と
の
関
係
が

単
な
る
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
取
引
に
と
ど

ま
ら
ず
、
包
括
的
な
提
携
に
ま
で
進
ん

だ
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
一
一
月

に
現
代
ハ
イ
ス
コ
と
川
崎
製
鉄
は
提
携

協
定
の
締
結
で
合
意
し
た
が
、
そ
の
な

か
で
特
に
意
味
を
持
っ
た
の
は
自
動
車

用
鋼
材
の
製
造
技
術
の
供
与
で
あ
っ

た
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
現
代
ハ
イ
ス

コ
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
傘
下
に
あ
る
現

代
・
起
亜
自
動
車
へ
の
鋼
材
供
給
を
冷

延
工
場
建
設
の
最
大
の
目
標
に
し
て
い

た
。
そ
の
こ
と
は
事
業
開
始
当
初
か
ら

四
四
万
ト
ン
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き
設
備

（
Ｃ
Ｇ
Ｌ
）
を
設
置
し
た
こ
と
、
さ
ら

に
Ｃ
Ｇ
Ｌ
に
合
金
化
溶
融
亜
鉛
め
っ
き

（
Ｇ
Ａ
）
鋼
板
の
製
造
の
た
め
に
必
要

な
高
周
波
誘
導
過
熱
炉
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ａ
鋼
板
は
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
な
ど
が
乗
用
車
ボ
デ
ィ
の
外
板
な

ど
に
採
用
し
て
い
る
高
級
鋼
で
あ
る

が
、
韓
国
で
は
国
産
化
が
進
ん
で
い
な

か
っ
た
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
に
現
代

ハ
イ
ス
コ
は
現
代
・
起
亜
自
動
車
と
共

同
で
Ｇ
Ａ
鋼
板
の
開
発
に
着
手
し
た

が
、独
自
の
開
発
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
同
社
は
二
〇
〇
二
年
一
月
に
包

括
的
提
携
の
一
環
と
し
て
川
崎
製
鉄
と

自
動
車
外
板
用
Ｇ
Ａ
鋼
板
の
量
産
体
制

構
築
の
た
め
の
技
術
導
入
契
約
を
締
結

し
た
。
川
崎
製
鉄
か
ら
は
操
業
要
員
の

現
場
研
修
や
研
究
員
の
派
遣
、
定
例
技

術
交
流
を
行
う
な
ど
し
て
技
術
の
吸
収

に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
三
年

二
月
に
自
動
車
外
板
用
Ｇ
Ａ
鋼
板
の
量

産
に
入
る
こ
と
に
成
功
し
た
（
現
代
ハ

イ
ス
コ
［
二
〇
〇
五
：
二
一
二
］）。
そ

の
後
も
生
産
拡
大
に
努
め
、
二
〇
一
〇
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年
一
一
月
時
点
で
現
代
・
起
亜
自
動
車

で
必
要
と
す
る
自
動
車
用
鋼
材
の
鋼
種

一
〇
二
の
な
か
で
現
代
ハ
イ
ス
コ
が
生

産
可
能
な
も
の
は
七
六
で
、
重
量
ベ
ー

ス
で
九
五
％
以
上
に
達
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
現
代
・
起
亜
自
動
車
は
コ
ス
ト

条
件
や
リ
ス
ク
分
散
の
見
地
か
ら
ポ
ス

コ
や
日
本
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
調
達
す
る

方
針
を
と
っ
て
お
り
、
現
代
ハ
イ
ス
コ

材
使
用
比
率
は
二
〇
一
〇
年
末
時
点
で

五
〇
〜
六
〇
％
程
度
で
あ
る
と
い
う

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①
）。

　

続
い
て
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
が

行
っ
た
鉄
鋼
事
業
の
拡
張
が
高
炉
事
業

へ
の
進
出
で
あ
っ
た
。
前
節
で
も
述
べ

た
よ
う
に
旧
現
代
グ
ル
ー
プ
は
高
炉
を

中
心
と
し
た
一
貫
製
鉄
所
の
建
設
に
強

い
意
欲
を
持
っ
て
い
た
。
現
代
ハ
イ
ス

コ
が
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
調
達
に
苦
し
ん

で
い
る
状
況
も
あ
っ
て
現
代
自
動
車
グ

ル
ー
プ
は
再
び
一
貫
製
鉄
所
建
設
に
向

け
て
動
き
出
し
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇

月
の
現
代
製
鉄
（
旧
仁
川
製
鉄
）
に
よ

る
旧
韓
宝
鉄
鋼
の
唐
津
製
鉄
所
の
買
収

が
そ
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。
電
炉
メ
ー

カ
ー
で
あ
っ
た
韓
宝
鉄
鋼
は
、
一
九
九

〇
年
代
半
ば
に
直
接
還
元
法
に
基
づ
く

製
銑
技
術
で
あ
る
コ
レ
ッ
ク
ス
炉
を
導

入
し
て
、
熱
延
工
場
、
冷
延
工
場
を
含

む
一
貫
製
鉄
所
の
建
設
を
進
め
て
い

た
。
し
か
し
、
同
社
は
一
九
九
七
年
一

月
に
倒
産
し
て
量
産
体
制
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
ま
ま
事
業
が
ス
ト
ッ
プ
し

て
い
た
。
現
代
製
鉄
は
唐
津
製
鉄
所
の

買
収
に
よ
っ
て
熱
延
工
場
と
冷
延
工

場
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
敷
地
を
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
を
土
台
に
現

代
製
鉄
は
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
に
一
貫

製
鉄
所
の
建
設
を
開
始
し
、
二
〇
一
〇

年
一
月
に
第
一
高
炉
の
火
入
れ
式
を

行
っ
た
。
さ
ら
に
同
年
一
一
月
に
は
第

二
高
炉
も
火
入
れ
式
を
迎
え
、
早
く
も

本
格
的
な
量
産
体
制
に
入
っ
て
い
る
。

　

現
代
製
鉄
の
唐
津
製
鉄
所
は
年
産
四

〇
〇
万
ト
ン
の
高
炉
二
基
、
六
五
〇
万

ト
ン
の
熱
延
工
場
、
同
一
五
〇
万
ト
ン

の
厚
板
工
場
を
配
置
し
て
い
る
。
建
設

に
あ
た
っ
て
は
従
来
か
ら
関
係
の
深
い

日
本
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
か
ら
技
術
導
入
を
行
う

べ
く
交
渉
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
が
技
術
供
与
を
行
う
に
あ
た
っ
て
資

本
参
加
を
求
め
た
の
に
対
し
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
所
有
構
造
へ
の
影
響
を
恐
れ

た
現
代
製
鉄
が
こ
れ
に
難
色
を
示
し
、

結
局
頓
挫
し
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
現

代
製
鉄
は
新
た
に
ド
イ
ツ
の
テ
ィ
ッ
セ

ン
ク
ル
ッ
プ
と
技
術
協
力
契
約
を
結

び
、
工
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
設
備
の
選

定
お
よ
び
操
業
技
術
に
つ
い
て
協
力
を

得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
一

一
月
時
点
で
自
動
車
用
鋼
板
の
母
材
と

し
て
五
〇
（
内
板
や
構
造
用
二
七
、
外

板
二
三
）
の
鋼
種
の
生
産
を
計
画
し
て

い
る
が
、
す
で
に
二
三
種
類
の
生
産
を

開
始
し
て
お
り
、
川
下
工
程
の
現
代
ハ

イ
ス
コ
の
必
要
な
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
五

〇
％
強
（
重
量
ベ
ー
ス
）
を
供
給
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年

に
さ
ら
に
一
五
、
二
〇
一
二
年
に
一
二

の
鋼
種
を
追
加
し
て
生
産
す
る
予
定
で

あ
る
と
い
う
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②
）。

現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
は
グ
ル
ー
プ
内

で
自
動
車
メ
ー
カ
ー
向
け
鋼
材
を
一
貫

生
産
す
る
体
制
を
構
築
し
よ
う
と
し
て

い
る
。

⑵�

ポ
ス
コ
の
新
た
な
戦
略
―
高
級
鋼
化

と
海
外
展
開

　

こ
れ
に
対
し
て
ポ
ス
コ
は
、
通
貨
危

機
直
後
か
ら
川
下
部
門
で
の
高
級
鋼

化
、
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
は
川
上

部
門
を
含
む
量
的
拡
大
と
い
う
新
た
な

戦
略
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ポ
ス
コ

は
通
貨
危
機
ま
で
冷
延
鋼
板
や
表
面
処

理
鋼
板
へ
の
生
産
拡
大
を
志
向
し
つ

つ
、
生
産
す
る
品
目
は
汎
用
の
薄
板
に

ほ
ぼ
特
化
す
る
生
産
を
行
っ
て
い
た
。

光
陽
製
鉄
所
の
設
備
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な

ど
生
産
シ
ス
テ
ム
が
汎
用
鋼
板
の
大
量

生
産
に
適
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、

一
九
八
〇
年
代
ま
で
高
級
鋼
化
に
邁
進

し
た
日
本
メ
ー
カ
ー
が
一
九
九
〇
年
代

に
入
っ
て
そ
の
後
遺
症
に
苦
し
ん
だ
こ

と
も
あ
っ
て
、
一
九
九
〇
年
代
の
ポ
ス

コ
は
汎
用
鋼
板
の
大
量
生
産
に
よ
る
コ

ス
ト
競
争
力
に
よ
っ
て
日
本
や
東
南
ア

ジ
ア
の
市
場
を
確
保
す
る
こ
と
を
優
先

し
た
の
で
あ
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
貨
危
機
後
に

高
級
鋼
重
視
へ
と
戦
略
の
転
換
を
迫
ら

れ
た
ひ
と
つ
の
要
因
は
、
市
場
環
境
の

変
化
で
あ
っ
た
。
汎
用
鋼
材
は
市
況
の

変
動
が
激
し
く
、
特
に
通
貨
危
機
後
は

世
界
的
な
需
要
の
減
少
に
よ
っ
て
ポ
ス

コ
は
大
き
な
収
益
の
落
ち
込
み
を
経
験

し
た
。
そ
の
た
め
ポ
ス
コ
は
従
来
の
汎

用
鋼
材
の
生
産
の
み
で
は
持
続
的
な
成

長
は
望
め
な
い
と
い
う
認
識
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。も
う
ひ
と
つ
の
要
因
は
、

先
に
み
た
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
内
で
の
自
動
車
用
鋼
材
の

生
産
の
動
き
で
あ
る
。
ポ
ス
コ
に
と
っ

て
最
大
の
販
売
先
で
あ
る
現
代
自
動
車

グ
ル
ー
プ
が
す
べ
て
の
鋼
材
を
自
グ

ル
ー
プ
内
で
調
達
可
能
に
な
れ
ば
、
ポ

ス
コ
は
大
き
な
影
響
を
蒙
る
こ
と
に
な

る
。
現
代
ハ
イ
ス
コ
が
当
初
か
ら
外
板

用
Ｇ
Ａ
鋼
板
な
ど
高
級
鋼
の
生
産
を
志

向
し
て
い
た
こ
と
に
も
刺
激
を
受
け
、

ポ
ス
コ
と
し
て
も
製
品
競
争
力
を
よ
り

強
化
す
る
体
制
へ
と
大
き
く
転
換
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ポ
ス
コ
が
二
〇
〇
一
年
三
月
に
発
表

し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
技
術
リ
ー
ダ
ー
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シ
ッ
プ
確
保
の
た
め
の
戦
略
目
標
」
で

は
自
動
車
用
鋼
材
、
石
油
送
油
管
用
鋼

材
、
直
接
還
元
製
鉄
法
で
あ
る
フ
ァ
イ

ネ
ッ
ク
ス
の
実
用
化
な
ど
六
つ
の
「
戦

略
課
題
」
と
、
高
級
高
炭
素
鋼
材
や
ク

ロ
ー
ム
フ
リ
ー
表
面
処
理
鋼
材
の
製
造

技
術
な
ど
六
つ
の
「
重
点
課
題
」
を
設

定
し
、
そ
こ
に
集
中
的
に
資
源
を
投
入

す
る
と
し
た
（
ポ
ス
コ
［
二
〇
〇
四
：

七
一
五
―
七
一
六
］）。

　

自
動
車
用
鋼
材
、
例
え
ば
Ｇ
Ａ
鋼
板

の
場
合
、
ポ
ス
コ
は
一
九
八
〇
年
代
の

初
期
か
ら
開
発
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
一

九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
一
部
鋼
材
に
つ

い
て
は
生
産
を
開
始
し
て
い
た
が
、
二

〇
〇
〇
年
の
時
点
で
Ｇ
Ａ
鋼
板
の
生
産

は
一
〇
万
ト
ン
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
。
し
か
し
現
代
ハ
イ
ス
コ
が
二
〇
〇

三
年
に
自
動
車
外
板
用
Ｇ
Ａ
鋼
板
の
生

産
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
、
ポ
ス
コ
も

生
産
に
乗
り
出
し
、
二
〇
〇
三
年
は
九

〇
〇
〇
ト
ン
、
翌
二
〇
〇
四
年
に
は
七

万
ト
ン
と
生
産
を
急
増
さ
せ
た
。
さ
ら

に
ポ
ス
コ
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇

六
年
に
か
け
て
光
陽
第
5
Ｃ
Ｇ
Ｌ
（
年

産
四
五
万
ト
ン
）、同
第
6
Ｃ
Ｇ
Ｌ
（
同

四
〇
万
ト
ン
）
の
操
業
を
開
始
し
た
。

い
ず
れ
も
自
動
車
用
Ｇ
Ａ
鋼
板
が
生
産

可
能
な
も
の
で
、
他
の
四
つ
の
Ｃ
Ｇ
Ｌ

も
同
鋼
板
が
製
造
で
き
る
よ
う
に
改
造

し
、
総
計
二
〇
〇
万
ト
ン
の
す
べ
て
で

自
動
車
用
鋼
板
を
生
産
で
き
る
体
制
を

整
え
た
。

　

さ
ら
に
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
に
お

け
る
鉄
鋼
と
自
動
車
部
門
共
同
で
の
開

発
体
制
に
も
刺
激
を
受
け
て
、
ポ
ス
コ

も
需
要
者
と
の
連
携
を
重
視
し
て
二
〇

〇
三
年
一
月
に
光
陽
製
鉄
所
内
に
「
自

動
車
鋼
材
加
工
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設

立
し
た
。
ハ
イ
テ
ン
材
や
Ｇ
Ａ
鋼
板
な

ど
表
面
処
理
鋼
板
や
Ｔ
Ｗ
Ｂ
、
ハ
イ
ド

ロ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
な
ど
の
鋼
材
加
工
技

術
に
つ
い
て
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
製

品
開
発
と
同
時
並
行
で
鋼
材
の
選
定
、

開
発
を
行
う
Ｅ
Ｖ
Ｉ
（Early Vendor 

Involvem
ent

）
の
た
め
の
組
織
で
あ

る
。
そ
の
効
果
は
あ
ら
わ
れ
、
ポ
ス
コ

は
韓
国
内
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
も
ち

ろ
ん
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
へ
の

納
入
も
開
始
し
た
。
あ
る
日
本
自
動
車

メ
ー
カ
ー
の
国
内
工
場
の
場
合
、
二
〇

〇
一
年
頃
か
ら
ポ
ス
コ
材
の
使
用
を
開

始
し
、
二
〇
〇
六
年
頃
か
ら
ド
ア
部
分

な
ど
「
一
級
面
」
で
も
採
用
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
五
月
時
点
で

ド
ア
部
分
の
内
外
板
（
Ｇ
Ａ
鋼
板
）
を

含
め
点
数
ベ
ー
ス
で
三
分
の
一
強
、
重

量
ベ
ー
ス
で
一
五
％
程
度
ポ
ス
コ
材
を

採
用
し
て
い
た
。
た
だ
し
ハ
イ
テ
ン
材

の
調
達
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
③
）。
同
工
場
で
生
産
し
て

い
た
小
型
車
の
一
車
種
の
場
合
、
二
〇

一
〇
年
夏
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
契
機

に
日
本
国
内
向
け
も
全
量
タ
イ
工
場
で

生
産
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で

は
ハ
イ
テ
ン
材
を
含
め
て
主
に
ポ
ス
コ

材
を
使
用
す
る
な
ど
そ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

は
増
し
て
い
る
。

⑶
海
外
で
の
量
的
拡
大
の
模
索

　

二
〇
〇
六
年
頃
か
ら
ポ
ス
コ
は
、
従

来
の
年
産
三
〇
〇
〇
万
ト
ン
体
制
か
ら

新
た
に
年
産
五
〇
〇
〇
万
ト
ン
体
制
の

構
築
を
中
期
目
標
と
し
て
打
ち
出
す
な

ど
、
再
び
量
的
拡
大
を
志
向
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
ア
ル

セ
ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
の
誕
生
な
ど
鉄

鋼
業
の
世
界
的
な
再
編
が
進
行
し
て
、

主
要
メ
ー
カ
ー
が
再
び
規
模
を
め
ぐ
る

競
争
を
繰
り
広
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
ポ
ス
コ

は
規
模
の
拡
大
を
国
内
で
行
う
の
で
は

な
く
、
海
外
に
新
た
な
生
産
拠
点
を
設

立
す
る
こ
と
を
通
し
て
実
現
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
す
で
に
韓
国
経
済
が
成
熟

段
階
に
入
る
な
か
で
国
内
需
要
が
こ
れ

か
ら
急
速
に
拡
大
す
る
こ
と
は
期
待
し

に
く
い
う
え
に
、
現
代
自
動
車
グ
ル
ー

プ
の
鉄
鋼
事
業
の
強
化
に
よ
っ
て
従
来

の
市
場
の
確
保
さ
え
難
し
く
な
っ
て
い

る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

海
外
で
の
新
た
な
生
産
拠
点
の
立
地

と
し
て
選
択
し
た
の
は
新
興
市
場
、
特

に
イ
ン
ド
と
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
っ
た
。
ポ

ス
コ
は
イ
ン
ド
の
オ
リ
ッ
サ
州
に
二
〇

一
〇
年
ま
で
に
粗
鋼
生
産
能
力
四
〇
〇

万
ト
ン
の
一
貫
製
鉄
所
を
建
設
し
、
こ

こ
で
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
一
五
〇
万
ト
ン
、

ス
ラ
ブ
二
五
〇
万
ト
ン
を
製
造
す
る
計

画
を
立
て
た
。
二
〇
一
六
年
ま
で
に
は

一
二
〇
〇
万
ト
ン
に
ま
で
規
模
を
拡
張

し
、
こ
こ
で
生
産
し
た
ホ
ッ
ト
コ
イ
ル

や
ス
ラ
ブ
を
イ
ン
ド
国
内
だ
け
で
な
く

東
南
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
し

て
圧
延
加
工
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

る
な
ど
、
イ
ン
ド
を
川
上
部
門
の
国
際

的
な
製
造
基
地
と
位
置
づ
け
よ
う
と
し

た
。

　

さ
ら
に
ベ
ト
ナ
ム
で
は
二
〇
〇
九
年

九
月
に
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
近
郊
の
ブ
ン
タ

ウ
省
プ
ミ
工
業
団
地
に
年
産
一
二
〇
万

ト
ン
の
冷
延
工
場
を
完
工
さ
せ
、
稼
働

に
入
っ
て
い
る
。
同
工
場
で
は
自
動
車

や
オ
ー
ト
バ
イ
用
の
冷
延
鋼
板
七
〇
万

ト
ン
と
未
焼
鈍
鋼
板
五
〇
万
ト
ン
を
生

産
し
、
ベ
ト
ナ
ム
国
内
お
よ
び
他
の
東

南
ア
ジ
ア
地
域
に
販
売
し
て
い
る
。
こ

れ
以
外
に
ポ
ス
コ
は
ベ
ト
ナ
ム
国
内
に

高
炉
と
熱
延
工
場
を
含
む
一
貫
製
鉄
所

の
建
設
も
計
画
し
た
。

　

し
か
し
、
ポ
ス
コ
の
海
外
事
業
は
必

ず
し
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ポ
ス
コ
は
当
初
一
〇
〇
％
出
資

に
よ
る
工
場
建
設
を
目
指
し
た
が
、
大
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規
模
な
投
資
ゆ
え
に
複
雑
に
な
る
現
地

の
利
害
調
整
は
容
易
で
は
な
い
。
イ
ン

ド
事
業
は
用
地
取
得
を
め
ぐ
っ
て
地
元

住
民
の
反
対
に
遭
っ
て
当
初
計
画
よ
り

大
幅
に
遅
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
一

貫
製
鉄
所
建
設
計
画
は
建
設
予
定
地
の

環
境
規
制
等
に
よ
り
地
元
政
府
か
ら
許

可
が
下
り
ず
に
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た
。

結
局
、
ベ
ト
ナ
ム
冷
延
工
場
へ
の
ホ
ッ

ト
コ
イ
ル
供
給
の
た
め
に
二
〇
一
〇
年

一
一
月
に
ポ
ス
コ
は
浦
項
製
鉄
所
に
新

た
に
熱
延
工
場
を
建
設
す
る
と
発
表
し

た
。

　

そ
こ
で
ポ
ス
コ
は
新
興
国
に
お
け
る

事
業
戦
略
を
、
単
独
で
は
な
く
現
地
企

業
と
協
力
し
て
事
業
を
進
め
る
方
針
に

転
換
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
な
っ
た
の

が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
高
炉
建
設
事
業

で
あ
る
。
現
地
最
大
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー

で
あ
る
ク
ラ
カ
タ
ウ
・
ス
チ
ー
ル
と
合

弁
（
ポ
ス
コ
六
五
％
、
ク
ラ
カ
タ
ウ
三

五
％
）
で
年
産
三
〇
〇
万
ト
ン
の
高
炉

を
建
設
す
る
と
発
表
し
て
二
〇
一
〇
年

一
〇
月
に
起
工
式
を
行
っ
た
。
完
成
す

れ
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
初
の
高
炉
の
誕
生

と
な
る
。
三
〇
〇
万
ト
ン
の
う
ち
一
五

〇
万
ト
ン
は
ス
ラ
ブ
、
一
五
〇
万
ト
ン

は
厚
板
と
し
て
出
荷
さ
れ
、
他
の
東
南

ア
ジ
ア
地
域
に
販
売
さ
れ
る
ス
ラ
ブ
五

〇
万
ト
ン
を
除
い
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
内
で
販
売
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
④
）。

●
お
わ
り
に

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
踏
ま

え
て
韓
国
の
対
日
鉄
鋼
貿
易
の
今
後
の

方
向
性
、
そ
し
て
韓
国
の
鉄
鋼
業
の
今

後
の
課
題
を
指
摘
し
て
結
び
と
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、

韓
国
の
対
日
鉄
鋼
貿
易
不
均
衡
の
最
大

の
要
因
は
、
韓
国
に
お
け
る
川
上
部
門

の
供
給
不
足
に
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で

二
〇
一
〇
年
に
粗
鋼
生
産
能
力
八
〇
〇

万
ト
ン
を
有
す
る
現
代
製
鉄
所
の
唐
津

製
鉄
所
が
稼
働
を
開
始
し
た
。
二
〇
一

四
年
ま
で
に
さ
ら
に
一
二
〇
〇
万
ト
ン

ま
で
生
産
能
力
を
増
や
す
計
画
も
持
っ

て
い
る
。
表
1
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
二

〇
〇
九
年
時
点
の
韓
国
の
半
製
品
と

ホ
ッ
ト
コ
イ
ル
の
輸
入
量
は
一
一
六
七

万
ト
ン
で
あ
り
、
計
算
上
は
現
在
の
川

上
部
門
の
供
給
不
足
を
カ
バ
ー
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
韓
国
の

対
日
鉄
鋼
輸
入
の
多
く
を
占
め
て
い
た

川
上
製
品
の
輸
入
は
あ
る
程
度
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
さ
ら
に
、
ポ

ス
コ
は
高
級
鋼
材
と
さ
れ
る
自
動
車
用

鋼
板
の
日
本
向
け
販
売
に
積
極
的
で
あ

る
。
こ
れ
は
量
的
に
は
ス
ラ
ブ
や
ホ
ッ

ト
コ
イ
ル
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
韓
国
の

対
日
鉄
鋼
輸
出
を
増
や
し
、
貿
易
赤
字

の
縮
小
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
韓
国
の
対
日
鉄
鋼
輸
入
全

体
が
大
幅
に
減
少
す
る
か
ど
う
か
は
慎

重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
節

に
お
い
て
、
川
下
製
品
と
特
殊
鋼
に
つ

い
て
は
対
日
輸
入
品
目
が
多
様
に
な
っ

て
い
る
点
を
指
摘
し
た
。
こ
こ
で
重
要

に
な
っ
て
く
る
の
は
主
要
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
と
ポ
ス
コ

の
事
業
戦
略
で
あ
る
。
現
代
自
動
車
グ

ル
ー
プ
の
場
合
、
川
下
部
門
の
現
代
ハ

イ
ス
コ
も
現
在
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に

自
動
車
部
門
で
必
要
な
鋼
材
の
九
〇
％

以
上
（
重
量
ベ
ー
ス
）、
鋼
種
数
で
七

割
程
度
を
生
産
す
る
体
制
に
な
っ
て
い

る
が
、
す
べ
て
を
生
産
す
る
計
画
は
た

て
て
い
な
い
。
こ
れ
は
製
品
開
発
能
力

が
な
い
と
い
う
よ
り
も
、

多
様
な
製
品
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
と
圧
延
機
の
ロ
ー

ラ
ー
の
取
り
替
え
や
熱
処

理
、
め
っ
き
の
段
取
り
な

ど
で
多
く
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ

よ
り
も
ロ
ッ
ト
の
大
き
い

鋼
材
に
特
化
し
て
生
産
す

る
こ
と
に
よ
る
高
生
産
性
、

高
収
益
の
実
現
を
優
先
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
と
い

う
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
①
）。

　

同
じ
こ
と
は
ポ
ス
コ
に

つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。

ポ
ス
コ
は
一
九
九
〇
年
代

ま
で
汎
用
品
の
少
品
種
大
量
生
産
に
よ

り
高
収
益
を
あ
げ
て
き
た
。
二
〇
〇
〇

年
代
に
入
っ
て
高
級
鋼
重
視
に
戦
略
を

転
換
し
た
が
、
自
動
車
の
外
板
な
ど
大

量
生
産
、
大
量
販
売
が
可
能
な
鋼
材
を

中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
大

型
船
舶
な
ら
び
に
寒
冷
地
構
築
物
用
の

高
靱
性
厚
板
な
ど
需
要
の
限
ら
れ
た
鋼

材
の
多
く
は
生
産
し
て
い
な
い
。
こ
れ

は
製
品
開
発
上
の
問
題
で
は
な
く
生
産

性
を
重
視
す
る
事
業
戦
略
に
よ
る
も
の

と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
韓
国
メ
ー
カ
ー
の
製
品

技
術
に
は
ま
だ
課
題
が
多
い
こ
と
は
事

実
で
あ
り
、
ま
た
多
品
種
少
量
生
産
の
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（%）
図4　日韓鉄鋼メーカーの売上高営業利益率の推移

（注）単体ベース。ポスコは1-12月期，新日鐵は4-3月期。�
（出所）ポスコ[2003]，各社事業報告書，有価証券報告書。
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た
め
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
十
分

で
な
い
製
造
技
術
上
の
問
題
も
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
日
本
メ
ー
カ
ー
が
需

要
者
と
の
関
係
を
重
視
し
て
小
ロ
ッ
ト

の
高
級
鋼
材
を
生
産
し
、
そ
の
こ
と
に

よ
る
生
産
性
の
低
下
を
甘
受
し
て
い
る

点
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
の
こ
と
が
日
韓

メ
ー
カ
ー
の
収
益
性
の
違
い
と
な
っ
て

表
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
（
図
4
）。

そ
し
て
韓
国
メ
ー
カ
ー
が
こ
の
よ
う
な

生
産
性
重
視
の
事
業
戦
略
を
採
用
し
て

い
る
限
り
、
韓
国
が
日
本
か
ら
多
様
な

鋼
材
を
輸
入
す
る
構
造
は
大
き
く
変
わ

る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

　

今
後
、
韓
国
鉄
鋼
業
が
直
面
す
る
大

き
な
問
題
は
、
東
ア
ジ
ア
全
体
で
ひ
ろ

が
る
供
給
過
剰
で
あ
る
。
第
一
節
で
み

た
よ
う
に
韓
国
鉄
鋼
業
の
輸
出
入
総
量

は
二
〇
〇
九
年
時
点
で
は
バ
ラ
ン
ス
し

て
い
た
が
、
現
代
製
鉄
唐
津
製
鉄
所
の

稼
働
開
始
に
よ
っ
て
川
上
部
門
の
供
給

不
足
が
あ
る
程
度
解
消
さ
れ
、
鉄
鋼
業

全
体
で
見
る
と
川
下
部
門
を
中
心
に
供

給
超
過
に
転
換
す
る
こ
と
は
必
至
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
韓
国
に
輸
出
し
て
い
た

日
本
は
川
上
部
門
を
中
心
に
供
給
過
剰

状
況
に
あ
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
。
そ

の
う
え
、
中
国
が
近
年
、
驚
異
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
生
産
量
を
増
加
さ
せ
、
二
〇

〇
六
年
か
ら
輸
出
が
輸
入
を
上
回
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
事
実
、
中
国
産
の

鋼
材
が
す
で
に
韓
国
市
場
に
浸
透
し
て

い
る
こ
と
は
表
1
で
み
ら
れ
る
通
り
で

あ
る
。
現
在
は
鋼
板
類
を
含
め
建
設
用

な
ど
の
汎
用
鋼
材
が
中
心
で
あ
る
が
、

近
い
将
来
に
は
よ
り
付
加
価
値
の
高
い

市
場
に
も
浸
透
し
て
い
く
と
み
ら
れ

る
。
今
後
、
日
本
、
中
国
、
韓
国
の
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
市

場
、
さ
ら
に
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
供
給
能

力
が
小
さ
い
が
需
要
の
伸
び
が
期
待
で

き
る
市
場
に
お
い
て
激
し
く
競
争
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
過
程
で
は

各
企
業
と
も
事
業
戦
略
の
練
り
直
し
は

不
可
避
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず

企
業
の
淘
汰
、
お
よ
び
国
境
を
越
え
た

産
業
再
編
が
進
む
可
能
性
も
排
除
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。

＊ 

本
論
文
は
二
〇
一
〇
年
度
「
韓
国
の

日
本
と
の
技
術
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
」
研
究
会
（
水
野
順
子
主
査
）
の

成
果
で
あ
る
。

（
あ
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ま
こ
と
／
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ア
経
済
研
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所　

在
ソ
ウ
ル
海
外
調
査
員
・
ジ
ョ
ン　

ジ
ェ

ク
／
前
海
外
客
員
研
究
員
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